
 (1) 全事故に占める高齢者事故

件数 死者 傷者 件数 傷者 件数 死者 傷者 件数 死者 傷者

2,100 29 2,380 2,636 3,092 -536 -6 -712 -20.3 -17.1 -23.0

835 18 484 970 623 -135 -2 -139 -13.9 -10.0 -22.3

構成率 (％ ) 39.8 62.1 20.3 36.8 20.1

496 7 241 614 344 -118 -1 -103 -19.2 -12.5 -29.9

400 11 243 436 279 -36 -1 -36 -8.3 -8.3 -12.9

687 9 292 810 402 -123 2 -110 -15.2 28.6 -27.4

285 5 119 313 142 -28 3 -23 -8.9 150.0 -16.2

 (2) 時間別発生状況

 (3) 道路形状別発生状況

件数 死者 傷者 件数 傷者 件数 死者 傷者 件数 死者 傷者

835 18 484 970 623 -135 -2 -139 -13.9 -10.0 -22.3 

信 号 133 73 170 106 -37 -33 -21.8 -31.1 

そ の 他 283 4 161 322 192 -39 -4 -31 -12.1 -50.0 -16.1 

計 416 4 234 492 298 -76 -4 -64 -15.4 -50.0 -21.5 

構成率 (％ ) 49.8 22.2 48.3 50.7 47.8

48 2 36 49 40 -1 2 -4 -2.0 -10.0 

15 2 13 51 39 -36 -26 -70.6 -66.7 

356 10 201 378 246 -22 -45 -5.8 -18.3 

 (4) 事故類型別発生状況

件数 死者 傷者 件数 傷者 件数 死者 傷者 件数 死者 傷者

835 18 484 970 623 -135 -2 -139 -13.9 -10.0 -22.3 

対 ・ 背 面 中 18 1 12 18 16 1 -4 -25.0 

横 断 中 58 5 43 82 61 -24 -6 -18 -29.3 -54.5 -29.5 

そ の 他 48 1 31 48 27 4 14.8

計 124 7 86 148 104 -24 -5 -18 -16.2 -41.7 -17.3 

出 合 頭 75 37 86 55 -11 -18 -12.8 -32.7 

右 左 折 時 55 28 57 32 -2 -4 -3.5 -12.5 

そ の 他 43 1 33 38 28 5 1 5 13.2 17.9

計 173 1 98 181 115 -8 1 -17 -4.4 -14.8 

正 面 衝 突 28 4 18 36 28 -8 1 -10 -22.2 33.3 -35.7 

追 突 164 93 176 130 -12 -37 -6.8 -28.5 

出 合 頭 166 2 102 214 126 -48 -24 -22.4 -19.0 

右 折 時 59 28 58 28 1 1.7

左 折 時 20 4 17 4 3 17.6

そ の 他 78 1 35 105 54 -27 1 -19 -25.7 -35.2 

計 515 7 280 606 370 -91 2 -90 -15.0 40.0 -24.3 

23 3 20 35 34 -12 -14 -34.3 -41.2 

 (5) 高齢者の原因別（１当、２当の計）発生件数ワースト順位

・ ワースト １位 交差点安全進行 156 件（前年比   -32件）

・ ワースト ２位 安全不確認 147 件（前年比   -29件）

・ ワースト ３位 前方不注意 119 件（前年比    -5件）

・ ワースト ４位 動静不注視 75 件（前年比     9件）

・ ワースト ５位 一時不停止 56 件（前年比   -13件）

３　高齢者事故（令和元年9月末）

○　高齢者事故の発生件数は、10時～12時の時間帯に最も多く発生している。
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○　高齢者の死者数は、６時～８時の時間帯に最も多い。
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○　全事故における高齢者事故が占める割合は39.8％であり、全死者数における高齢者が占める割合は62.1％である。
○　高齢者の事故は、件数、死者数及び傷者数は全て減少している。　
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○　事故類型別の発生件数は、車両相互の出合頭が最も多い。
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○　高齢者事故の約５割(49.8％)が交差点で発生している。
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